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１．はじめに 

テールアルメは日本に導入以来 35 年が経過し，これまで約 20,000 件に及ぶ施工実績が存在する。近年では，20 年以

上経過した実績が約 2,000 件に達し，今後，維持管理・補修技術の更なる発展が望まれている状況にある。これまで大

型地震や台風等の自然災害に被災した場合，現地踏査に始まり，変位計測やストリップの引抜き試験等，数多くの調査

データが蓄積されている。今回，これらのデータを利用し，今後の維持管理・補修の必要性を判定する際に有効と考え

られる調査・試験方法について整理した。 

２．現地踏査（外観調査） 

外観調査の目的は，現地テールアルメの本体ならびに周辺の状

況を把握し，次の行動に向けた判断材料を得ることにある。調査

時の主な着目点は表-1 のとおりである。テールアルメ壁面のみな

らず，周辺を満遍なく調査することが肝要で，その際には構造物

の概要や全体の状態等が記載できる台帳を作成するのが望ましい。

調査時の有効なツールとしては，地震や豪雨後の応急調査におけ

る補強土壁の特性を考慮した調査項目と，調査結果の評価に関す

る考え方について提案された「被災台帳」ならびに「被災度応急

判定表」がある。1） 

３．ストリップ引抜き試験 

テールアルメの内的安定は，設計時に想定したストリップの引

抜き抵抗力が現地において機能しているか否かが重要な要素とな

る。これを現地で確認する手法として，ストリップを現地で直接

引抜き，構造安定性について評価する手法で，旧来より実施され

てきた試験である。従来は現場竣工時の確認試験として，ストリ

ップの試験片を埋めて実施されているが，近年においては，自然

災害被災直後に構造安定性を確認する目的で，供用中のストリッ

プを引抜くケースがある。ここでは，これまで報告事例の少ない

供用中のストリップを引抜く手法について以下に整理した。 

(1)試験位置の選定 

ストリップ引抜き試験は，土中に敷設されたストリップを強制

的に引抜くことから，試験時の抵抗力は盛土に接するストリップ

全長が有効長として算出される（図-1）。試験用ストリップは試験

後も供用されることが前提となるため，試験位置の選定が重要で，

計算上の摩擦抵抗力が図-2 に示すストリップの降伏強度以下と

なる位置（ストリップ長が短い，土被りが少ない箇所）を選定す

るのが望ましい。ただし現地の諸事情により，摩擦抵抗力が大き

い場所で実施する場合，降伏強度以下で引抜抵抗力を確認できる

箇所も選定し，その試験結果の傾向と照し合せて判断する。 

(2)試験方法 

試験実施にあたっては，①壁面材の削孔（図-3），②試験実施，

③壁面材補修の 3 つの工程に分かれ，工程としては試験箇所にも

よるが，概ね 1～3日程度である。試験に必要な冶具は，引抜き用

のジャッキの他に，試験用のアタッチメントとなるプレート，補
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表-1 調査時の着目点 

図-1 ストリップ引抜き試験概要図

図-2 リブ付ストリップの形状寸法 2) 

図-3 壁面材の削孔 
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修用のコネクティブ，連結部材，壁面補修材料である。 

壁面材の削孔位置は，壁面材厚，敷設されたストリップの規格，

ストリップ位置を示す当時の設計図書より位置を選定し，コンク

リートカッターにて削孔する（写真-1,2）。削孔する径はφ250mm，

補修定着用にφ350mm を 70～100mm 程度の深さをカットする場合

が多い。削孔完了後，壁面との連結部材を取り外し，試験用に加

工したプレートをストリップに取り付け，引抜き用のジャッキに

接続する（写真-3）。 

試験は毎分 1mm の速度で引抜き，引抜き量と荷重を記録する。

試験の目標引抜き力に達するか，引抜き荷重が増加しない状態に

達した時点で載荷を終了し，1～3分間放置して荷重の変化，引抜

き量の変化を記録する。試験によって得られたデータは，荷重-

引抜き量，時間-引抜き量曲線にて整理するとともに，得られた引

抜き力より摩擦係数を逆算し，設計摩擦力と比較する。 

試験後の壁面の復旧であるが，盛土内部には小分けした土嚢詰

め土砂を試験孔より充填し，ストリップに連結部材を取り付けて

壁面補修材にて復旧する（図-4）。 

４．試料サンプリングによる状態確認ならびに各種試験 

壁面材の削孔により引抜き試験を実施した場合，部分的ではあ

るが盛土内部の状態を確認できること，ならびに壁面材・ストリ

ップ・盛土材料のサンプリングができるメリットがある。ストリ

ップが引抜ける位置であれば，ストリップの一部をサンプリング

し，腐食試験を実施することも可能である。 

(1)部材ならびに盛土の状態確認 

まず，補強材・連結部材・壁面材の破断・破損等，部材構造上の異常の有無

を確認する。このとき，長期間供用した壁面材については，削孔部に指示薬（フ

ェーノールフタレイン溶液）を塗布し，コンクリートの中性化の影響について

確認する。盛土内部や地盤の圧縮等，下方向への変形にストリップが追随して

生じた現象の有無を確認する目的で，壁面材より取り出したコネクティブスト

リップの曲がりを確認する。次に壁面際の盛土の状態（締り具合や含水状態）

を確認する。場合によっては後述する盛土材料の土質試験を実施する。 

(2)土質試験 

実際に使用された盛土材料を試験することにより，逆解析時の貴重なデータ

が得ることができる。大量の土砂採取は困難であるが，概ね土嚢 1～2体は採取

可能である。採取量により，粒度試験，密度試験，含水比，締固め，三軸圧縮

試験を実施する。土質試験結果をもとに，盛土材料としての適否判定，設計値

との比較により安定性を評価する。 

(3)ストリップの腐食試験 

壁面際のストリップもしくは，コンクリートスキンに埋め込まれたコネクティブストリップの腐食状態を確認する目

的実施する（写真-4）。腐食試験においては，これまで以下の内容について実施している例が多い。①回収時外観観察，

②付着土採取と土抽出水分析，③水洗い後外観観察および赤錆および腐食生成物を含む亜鉛めっき厚測定④亜鉛めっき

上の白錆の除去と除去後外観観察および残存亜鉛めっき厚測定⑤残存亜鉛めっき，赤錆の除去と除去後外観観察および

残存鋼板厚み測定。これらを計測することにより，年間腐食率の推定，溶融亜鉛めっきの付着量からの寿命推定，鋼材

の腐食量からの寿命推定を行う。 

５．おわりに 

今回，整理した調査・試験方法については，今後も更にデータを蓄積するとともに，数値解析との連携も研究し，よ

り体系的に発展させていきたいと考えている。加えて，非破壊での調査方法の探求や，モニタリング用の試験片の現場

敷設等，新たな調査法についても提案していく所存である。 

写真-1,2 壁面材の削孔 

写真-3 ストリップ引抜き試験 

赤錆除去後

水洗い後 

回収時概観

白錆び除去後

図-4 復旧手順 

写真-4 ストリップ腐食試験
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